
世界経済は、2019年に減速した後、2020年に回復へ

貿易摩擦問題の影響もあり、米国は2020年にかけて景
気が減速する見通しですが、潜在成長率を小幅に上回
る水準の成長が見込まれています。また、中国は減速
傾向が続くと予想されるものの、多くの新興国におい
て2020年に経済成長が持ち直し、世界全体では2020
年に景気が回復するシナリオが示されました。

世界的な製造業の減速により、2019年の世界経済成長
率は3.0%に減速するものの、2020年には3.4%まで回
復する見通しが示されました。貿易摩擦問題によるマ
イナスの影響は引き続き懸念され、米中貿易摩擦は、
2020年までに世界のGDPを約0.8%引き下げるとの推
計が示されました。一方で、世界各国でサービス業が
堅調に推移しており、雇用全体を支えている点は前向
きに評価されています。
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【図表１】 主要国の経済成長率（IMF予測値、前年比％）

２０１７年 ２０１８年
２０１９年（予測値）

[３ヵ月前予測値からの変化幅]
２０２０年（予測値）

[３ヵ月前予測値からの変化幅]

世界 3.8 3.6 3.0 [▲0.2下方修正] 3.4 [▲0.1下方修正]

日本 1.9 0.8 0.9 [修正なし] 0.5 [+0.1上方修正]

米国 2.4 2.9 2.4 [▲0.2下方修正] 2.1 [+0.2上方修正]

ユーロ圏 2.5 1.9 1.2 [▲0.1下方修正] 1.4 [▲0.2下方修正]

スイス 1.9 2.8 0.8 [▲0.3下方修正]（注１） 1.3 [▲0.2下方修正]（注１）

豪州 2.4 2.7 1.7 [▲0.4下方修正]（注１） 2.3 [▲0.5下方修正]（注１）

カナダ 3.0 1.9 1.5 [修正なし] 1.8 [▲0.1下方修正]

新興国（注２） 4.8 4.5 3.9 [▲0.2下方修正] 4.6 [▲0.1下方修正]

中国 6.8 6.6 6.1 [▲0.1下方修正] 5.8 [▲0.2下方修正]

インド 7.2 6.8 6.1 [▲0.9下方修正] 7.0 [▲0.2下方修正]

インドネシア 5.1 5.2 5.0 [▲0.2下方修正]（注１） 5.1 [▲0.1下方修正]（注１）

南アフリカ 1.4 0.8 0.7 [修正なし] 1.1 [修正なし]

2020年は、低迷していた新興国が持ち直し

【図表２】 経済成長率（IMF予測値、前年比％）
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米中は減速の見込みも、世界経済は2020年に回復へ

出所：IMFデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

 IMF（国際通貨基金）は、世界経済は米中貿易摩擦の影響により2019年にかけて減速するものの、各国の金
融緩和策の強化などを背景に2020年に回復する見通しを示しました。

 貿易摩擦問題の影響が懸念される中国は緩やかな減速傾向が続く見通しですが、2020年には多くの新興国に
おいて経済成長が持ち直すと予想されています。

世界経済は、2019年に減速した後、新興国の持ち直しにより2020年は回復する見通し。
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